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論文審査の要旨

肝癌に対する動脈化学塞栓療法 (TACE) で用いられる超吸水性ポリマー球状塞栓物質

(SAP-MS) は、抗がん剤を吸収して膨潤することで薬剤を含浸させるという特徴がある

が、微細な腫蕩血管を有する転移性肝癌や胆管がんの治療では膨j間後の粒子径が大きす

ぎることが問題で、あった。本研究では非イオン性造影剤と高張食塩水の混合比を変化さ

せることで SAP 占1S の膨潤程度を抑制する方法を開発し、さらに、 膨潤抑制法によるシ

スプラチン含浸 SAP -MS を用いた家兎VX2肝腫蕩モデ、ルに対する DEB-TACE で、 生理

食塩水を用いた従来法と比較し、 TACE 1時間後において有意に高濃度の腫蕩内プラチ

ナ濃度が得られることを実証した。

本研究により腫療の病態やvascu larit yに応じて至適なサイズのポリマー球状塞栓物質

(SAP-MS) を選択することで、より高い抗腫療効果が得られることが期待され、肝癌に対

する経カデーテル的治療の発展に寄与するものと考えられる。

また、公聴会における質疑も適切であり学位を授与するに相応しい研究と考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに画像診断・低侵襲治療学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。
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